
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

２０１７年９月２４日               NO,５３９ 

 

 
こ
ん
に
ち
は
。
北
朝
鮮
が
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
暴
挙
を
繰
り
返
し
、
世
界
と
地
域
の
重
大

な
脅
威
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
戦
争
法
に
基
づ
く
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
戦
争
法
は
、
安
倍
首
相
が
２
０
１
５
年
９
月
１９
日
、
憲
法
の
平
和
主
義
と
立
憲
主
義
を
乱

暴
に
破
壊
し
、
成
立
を
強
行
し
、
海
外
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
争
に
自
衛
隊
が
参
戦
し
、
武
力
行
使
を
可

能
に
す
る
憲
法
違
反
の
法
律
で
す
。 

 

北
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
り
ア
メ
リ
カ
軍
支
援
の
た
め
の
戦
争
法
発
動
は
、
海
自
補
給
艦
の
ア
メ
リ
カ
軍
イ

ー
ジ
ス
艦
へ
の
給
油
、
海
自
護
衛
艦
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
軍
補
給
艦
の
「
米
艦
防
護
」
が
報
道
で
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
政
府
は
、
戦
争
法
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
補
給
や
防
護
任
務
の
実
施
状
況
を
公
表
し
て 

 
 

 

い
ま
せ
ん
。
米
朝
間
で
軍
事
衝
突
が
お
こ
れ
ば
、
国
民
が
知
ら
な
い
ま
ま
日
本
が
自 

動
参
戦
し
、
戦
争
の
当
事
国
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
日
本
は
米
朝
直
接
対
話
の
実
現
に

こ
そ
力
を
つ
く
し
、
平
和
的
解
決
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 市内小学校の運動会が１６日、各校で開かれ校庭には

子どもたちの声援が響きました。 

 沼田東小学校では、 

県立沼田特別支援学校 

との交流運動会が１９ 

回目となり、６年生と 

支援学校の生徒による 

交流ダンスなどがおこ 

なわれました。 

高崎市の城址公園で１６日、「憲法改悪を許さず、安倍内閣退陣を求め

る９．１６群馬大集会」が「戦争させない１０００人委員会・群馬」「群                         

馬県憲法共同センター」「ぐんま市民連合へいわの風」の３団体共催で開

かれ約１０００人が集まりました。 

   角田義一元参議院副議長は、「衆議

院での改憲勢力３分の２をつぶすた

めに頑張ろう」とよびかけました。 

   集会では、日本共産党、民進党、社

民党の代表が、「憲法を守るため、市

民と野党の共闘をさらにすすめよう」

と訴えました。 

 ９月定例市議会に提案された平成２８年度沼田市一般会計決算では、歳

入総額２３０億１，４２２万３千円、歳出総額は２２２億２，２３５万４

千円で、市の貯金である財政調整基金に翌年度３億５，０００万円積み立

てられました。（２８年度末の財政調整基金は２９億５，６４３万５千円） 

 市の平成２８年度の借入金は、２２億５，２７１万１千で年度末の総額

は１９６億８，２９２万８千円となり、前年度より１億６，７０３万円増

え、市の財政力を示す財政力指数（１に近いほど、また１を超えるほど財

政力に余裕がある）は、０．５１４できびしい財政状況となっています。 

 

上原町の自主防災組織は９日、７月の図上訓練につづ

いて、上原第一児童公園で防災訓練を開きました。 

訓練は、群馬県北部を震源とするマグニチュード７．

０の地震が発生したことを想定し、消化器の使い方、胸      

骨圧迫訓練、簡易担架の 

作り方と負傷者の運搬

方法、炊き出しなどの訓

練をおこないました。 

 訓練の指導は、市の防

災対策課、消防署の職員

がおこないました。 

裸ケ岩と十二様 

 上川田町で富士山とよ 

ばれている浅間社が祀ら 

れている山の麓に、高さ 

約１０㍍の黒い巨岩が木 

々のなかにあり、この巨 

岩は「裸ケ岩」で、上川 

田八景の一つとして「川 

田村誌」に紹介されています。 

 裸ケ岩の中ごろに二基の十二様の石宮（下の写真上）と、も

う一基が、裸ケ岩前の道端にあ

る大きな岩（下の写真下）のな

かにあります。 

               道端の大きな岩の下にある

石宮は、天明元年（１７８１）

に建立されました。 

               「川田村誌」には、昔様々な

獣の鎮めとして十二神を祀っ

たということが記載されてお

り、馬場部落においても、昔獣

からの厄を免れ、農作物の豊穣

を願いこの場所に十二様を祀

ったとあります。 

 


